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■気象の概要 

１ １～３月：気温・降水量は平年並みで、日照

時間はやや多かった。 

２ ４～６月：３月から４月にかけて晴天が続き、

気温は高めに推移した。タカトウヒガンザクラ

の開花日は４月５日で平年より２日早くなっ

た。高温は４月下旬まで続き、その後は平年並

みからやや低くなった。４月中旬と５月上旬に

低温があり、凍霜害が発生した。その後４月下

旬に集中的な降雨があった。 

関東甲信地域の梅雨入りは６月６日（平年比

－１日）、梅雨明けは７月 23日（平年比＋４日）

だった。６月 28日から 30日にかけて猛暑日と

なり、伊那市でも６月の最高気温を記録した。 

３ ７～９月：気温はほぼ平年並みだったが曇天

が多く日照時間少なめ、降雨やや多めで、特に

９月が多かった。また、９月の気温は高めで推

移した。9月 20日に台風 14号が接近した。 

４ 10～12 月：10 月中旬までは気温高めで推移

したが、下旬は下がり平年並みとなった。11月

下旬にまとまった降雨があったが、降水量は少

なめとなった。11 月から 12 月の気温は平年並

みであった。 

 2023 年２月 10 日の降雪で育苗ハウス等が潰

れる被害があった。 

■主な農作物災害の概要 

１ 春の低温・凍霜害被害 

  本年は４月 13 日までは高温となり生育が前

進、南部ではなしの受粉樹のヤーリーと幸水が

ほぼ同時に開花した。またなし全般で開花から

満開までの間が非常に短期間となった。4 月 14

日から 18 日にかけて急激に気温が低下し、こ

の時間に開花した花は受粉能力が低くなり南

水を中心に結実不良が発生した。なお、４月 16

日~17 日は 0 度まで下がる低温となった。中川

村の南水の開花始めは 4 月 11 日、満開日 13

日、伊那市の南水の開花始めは 4 月 16 日、満

開日 17 日であった。 

 

 

 

 

りんごは伊那市の「ふじ」で開花始め 4 月 20

日、満開日４月 23 日であった。りんごの開花時

期は、降雨や低温があったものの際立った天候不

良はなかったが、農業者からは「花に蜂が来ない」

と結実不良が心配された。 

５月３日には宮田村で０℃以下になる気温が

５時間続き、醸造用ぶどうのヤマソービニオンの

新梢が枯死する被害が発生した。 

(2) 品目別被害状況  

ア 果樹 

りんごではシナノリップの樹体凍害によ

る若木の枯死が発生した。また開花期の低温と

ミツバチ活動不良等により、「ふじ」の結実不良

が発生した。なしでも、開花期の低温により南

水を中心に結実不良が発生した。また、落花期

の降雨による感染で心腐れ病が多く発生した。

ぶどうではシャインマスカットに梅雨上げ後

の急激な高温に起因すると思われる縮果症が

発生した。また、ナガノパープル中心に収穫直

前の果粒裂果が発生した。 

イ 作物 

４月 26 日の夜間から明け方にかけて降雨

を伴う突風により、南部地域を中心に麦類で

倒伏被害が発生した。 

ウ 花き 

７月２日飯島町内で降雹があり、シンテッ

ポウユリの花と葉に打撲痕が発生する被害

があった。 

（技術経営係 根田） 

写真１ｼｬｲﾝﾏｽｶｯﾄ縮果症  写真２ ﾅｶﾞﾉﾊﾟｰﾌﾟﾙ裂果 

気象経過及び農作物災害の概要 
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１ 作 物  

(1) 水稲 

 育苗：は種は４月 16日頃がピーク（概ね平年並

み）。育苗期間中の生育は概ね順調で、ムレ苗等の

病害の発生は比較的少なかったが、一部に高温に

よるヤケの発生や徒長気味の苗がみられた。 

本田：田植えは 5月連休明けの 5月 8日頃から

本格的に始まり、盛期は 5月 22日頃とみられる。 

直播栽培は５月１日から５月 10 日頃に播種さ

れ、全般に順調に出芽揃いを迎えた。 

５月下旬の気温は高めで、順調に活着したが、

６月上中旬は入梅で気温がやや低めに経過して

生育は停滞し、田植後 30日（６月 16日）の伊那

米総合試験地の「コシヒカリ」の草丈は平年比 79%

と低く、茎数も平年比 88%で少なかった。 

田植後 40 日（6 月 26 日）の「コシヒカリ」の

生育も、草丈は平年比 86％、茎数は平年比 87％

で、平年を下回った。 

梅雨開け後、6月下旬～7月上旬は多照、著しい

高温傾向となり、田植後 50日（７月２日）の「コ

シヒカリ」の草丈は平年比 106%で回復したが、茎

数は平年比 86%で伸びなかった。 

田植後 60日（７月 15日）の「コシヒカリ」は、

草丈は平年比 108％、茎数は平年比 95％であった。

幼穂形成期は、早生種の「あきたこまち」、中生種

の「コシヒカリ」とも平年より３日遅かった。 

７月下旬～８月上旬にかけては高温傾向で推

移し、出穂期は概ね平年並となった。 

葉いもちは感染好適条件が７月中旬以降に頻

発し、常発地のコシヒカリで発生がみられた。防

除により上位葉への伸展は抑えられたが、８月は

天候が不安定となり、穂いもちの発生が多いほ場

がみられた。 

斑点米カメムシ類については、特にホソハリカ

メムシの発生が目立ち、早生品種の「あきたこま

ち」を中心に斑点米の発生が多かった。 

成熟期は概ね平年並みで、８月の低温日照不足 

 

 

 

 

が影響した前年よりも早かった。 

収穫は９月 10 日からカントリーが本格的に稼

働し、９月中旬は好天により順調に経過したが、

下旬は降雨が続き、作業は停滞した。 

刈り取りのピークは９月 20 日頃で、10 月７日

頃に概ね終了した。高温登熟障害による白未熟粒

等は全般に少なかったが、収穫後半に刈り遅れが

影響し、胴割粒が多くなった。 

 ・農林水産省 12 月９日公表の作況（ ）は前年 

  全国 100（101）長野県 98（97） 南信 98（95） 

長野県 10a 当たり収量 608 ㎏（603kg） 南信

621kg（601kg）         

(2) 麦類（４年産） 

 大麦は適期に、小麦は適期よりやや早く播種が

始まり、10 月下旬から 11 月上旬にかけて播種さ

れた（伊那米総合試験地は 10/15 播種）。11 月～

12月にかけては概ね気温が高く、茎数は順調に確

保され、試験地では過剰気味となり、越冬前に幼

穂が確認された。 

１月以降３月中旬までは概ね低温傾向で推移

し、生長は抑制されたが、生育は順調であった。 

生育量は並～やや過剰で、大麦では肥切れによ

り葉が黄化するほ場もみられた。３月下旬は高温

傾向となったが、昨年と同時期の比較では、草丈

は低かった。 

４月下旬が高温となって生育が進み、大麦（フ

ァイバースノウ）の出穂期は４月 25日（平年比－

３日、前年比＋５日）、小麦（ハナマンテン）の出

穂期は４月 22日（平年比―９日、前年比０日）と

平年よりも早まった。 

４月 26 日に降雨を伴う突風により、南部の大

麦を中心に倒伏被害の発生がみられた。 

赤かび病は小麦で５月上旬の開花期の降雨が

影響し、地域によっては 5月下旬にかけて発生が

目立った。うどんこ病は、発生はやや遅く、平年

並みの発生とみられ、赤さび病はほ場によっては

発生が多かった。 

令和４年農作物の生育状況(主要家畜含む) 
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大麦・小麦とも収穫作業は順調に行われ、降雨・

刈遅れによる品質低下は見られなかった。 

大麦は倒伏被害が発生したほ場を除き全般的

に多収で、平均単収は 406kg/10a、前年対比 122％

であった。品質は全量１等であったが、硝子率が

許容値内に入らずＣランクとなった。 

小麦（ハナマンテン）も大きな障害はなく、近

年では多収で、平均単収は 290kg/10a、前年対比

152％であった。品質は、概ね１等で、全量 Aラン

クであった。なお、新品種の「東山 53号（ハナチ

カラ）」は試験栽培の単収で 400kg/10a を超え、

「ハナマンテン」を大きく上回った。 

(3)大豆 

標準播種の盛期は６月 15 日頃で、出芽は良好

で、その後の生育も順調であった。麦後の晩播も

６月下旬から７月上旬にかけては降雨が少なく、

順調に播種された。 

開花期は８月９日頃で、適度な降雨により結実

は順調であった。登熟は順調に進み、収穫作業は

11月４日頃から本格化した。全般にカメムシ、マ

メシンクイガ等の莢実害虫の発生は平年並みで

あったが、防除未実施のほ場では虫害粒が目立っ

た。連作ほ場では、帰化アサガオ類、ホソアオゲ

イトウなど難防除雑草が増加傾向にある。 

(4) そば 

ア 夏そば 

概ね適期に播種され出芽、生育ともに順調であ

った。一部に湿害による出芽、生育不良も見られ

た。開花期以降、登熟は順調で、一部で倒伏や穂

発芽も見られたが、単収は 50kg 程度/10a であっ

た。 

イ 秋そば 

一部に播種遅れも見られたが、適期に播種され

たものは概ね順調に生育し、成熟期を迎えた。収

穫は 10 月 10 日頃から本格的に始まり、単収は

70kg 程度/10a であった。       （福本） 

 

２ 果 樹 

(1) りんご 

本年度は春先に「シナノリップ」中心に樹体枯

死が発生した。３月から４月にかけて高温で推移

したため生育が早まった。４月中旬から下旬に低

温と降雨があったが、ふじ定点の満開日は 4月２

３日（平年差-7）と早い開花となった。開花期は

ミツバチの訪花が少なく「ふじ」中心に着実不良

と胴サビが発生した。 

今年は生育期間中の降雨が短期間に集中し、土

壌水分の変化が激しかった。６月下旬の高温、梅

雨明け後の高温から「シナノリップ」・「シナノス

イート」に収穫前落果が生じた。「シナノリップ」

は着色が非常に良かったが、つがるは着色遅れが

見られ、例年より１週間近く収穫・出荷が遅れた。 

９月も気温が高く、中生種の「シナノスイート」

も着色が遅れ、中生種以後の品種に日焼け果が発

生した。また、開花期間が長かったことから、「シ

ナノスイート」中心に心カビが発生した。 

晩生種の「ふじ」は 10月の高温により日焼けが

発生し、販売開始は早かったが、着色・デンプン

抜けを待っての収穫になり、収穫のピークはやや

遅めとなった。６～７月に降雨で防除間隔が空い

たことによる褐斑病、炭そ病が広範囲で発生した。

りんご全体の出荷量は 2,188t（JA 全農長野販売

実績・前年比 187%）と過去５年間で最も豊作であ

った。 

(2) なし 

南信農業試験場（高森町 標高 560ｍ）の生育調

査では、「南水」の開花盛期は４月 13日（平年比

－５日、前年比＋６日）と例年になく早かった。

開花始期は 4 月 13 日で、開花始期から満開まで

が１日と短かく、急遽受粉を行った。 

南部でも同様の傾向で４月の高温により受粉

樹のヤーリーと幸水がほぼ同時に開花し、花粉が

十分に用意できないまま主要品種が開花後すぐ

満開となり、受粉が十分にできなかった。一方で

北部の開花期は低温となり、南水の受粉能力の低

下が早かったと推察される。4月 17日に低温とな

ったが、０℃以下には下がらず、めしべの褐変枯

死等は見られなかった。満開後 30 日以後の気温

が高く、全体的に有てい果の発生が多くなった。 

肥大は平年並みであったが、幸水・南水中心に

心腐れ症が多く発生した。落花後～落果後 40 日

頃の高温や降雨が原因と言われる。 

果実品質は、収穫前降雨が多めで日射量が少な

めだった影響で、やや低糖度、低硬度傾向であっ

た。販売開始は「サザンスイート」は８月 22日、

「幸水」は８月 19 日（昨年比-7 日）、「南水」は

９月 25 日から収穫開始となった（南水以外はほ

ぼ昨年並み）。全体の出荷量は 628t（前年比 132%）

となり、昨年を上回った。 

 



46 

 

(3) ぶどう 

 果樹試験場(須坂市標高 360ｍ)の生育調査で

は、「巨峰」の満開期は６月 12日（平年比＋1日

早、前年比+2日）でほぼ平年並みだった。５月

上旬に低温があり、発芽がややばらついたが、

着粒は非常に良好であり、生育前半の粒肥大も

良好であった。６月から８月にかけて降雨と乾

燥が交互に起こり、９月は多雨となった。８月

上旬に複数園地で「シャインマスカット」に縮

果症が発生した。また、８月中下旬から「ナガ

ノパープル」の裂果が発生した。「シャインマス

カット」には糖度遅延、一部園地ではかすり症

状等の果褐変障害も発生した。 

醸造用ぶどうは宮田村の「ヤマソービニオ

ン」が５月３日の凍霜害により芽が枯死する被

害を受けた。副芽や遅れ芽を利用し新梢本数を

確保したが、でき、収量は 15.3ｔで目標の 18ｔ

には及ばず、糖度も 18.9％で目標の 21％には届

かなかった。 

病害虫は、多雨に起因するべと病・遅腐病と

アザミウマ類が発生したが、黒とう病の発生は

例年より少なかった。                (根田) 

 

３ 野 菜 

(1) アスパラガス 

 冬の寒さにより春芽の萌芽は例年よりやや遅

れ、３月下旬より出荷が本格化した。４月に入っ

て高温が続いて生育が進み、4 月下旬には出荷ピ

ークを迎えた。５月上旬には低温傾向、中旬には

曇雨天が続いた影響で、早めに収量が減少したた

め、立茎作業に早めに移行する圃場がみられた。 

 その後、梅雨時期が高温少雨傾向で推移したた

め、茎枯病の発生は少なかったが、害虫の発生、

特にアザミウマ類の発生が多くのほ場で見られ

た。夏どりのピークは７月後半～８月前半で、立

茎本数が多く風通しの悪い圃場では、夏以降褐斑

病、斑点病の発生が多くなり、養分転流が盛んに

なる茎葉黄化期より前に落葉するほ場が見られ

た。秋は高温傾向で収穫終了は例年より遅くまで

収穫でき、夏芽の収穫は例年に比べて多かった。 

(2) 白ねぎ 

春先の高温傾向で、凍霜害の被害もなく全体的

には初期生育は順調であった。梅雨時期に入り高

温少雨傾向で推移したため、害虫の発生が増加し

た。アザミウマ類は、９月から 10月にかけて発生

が増加した。また、ネギハモグリバエＢ系統と思

われる激しい食害がみられたほ場も見受けられ

た。病害については、夏以降の雨後に軟腐病が発

生し、９月上旬以降多雨傾向となり、さび病は例

年より多く発生した。生育は、全体に高温傾向の

影響でやや前倒しとなったが、秋の多雨により、

収穫期の作業が遅延する圃場も見受けられた。 

(3)  ブロッコリー 

春作型については、定植は早いもので３月 20日

頃から開始され、凍霜害の被害もなく順調に進ん

だが、５月上中旬の低温により生育進度は遅くな

り、出荷量も平準化した。コナガの発生は、昨年

より少なめであった。根こぶ病発生ほ場が散見さ

れた。梅雨時期以降の少雨傾向により、花蕾腐敗

症状は少なかった。 

秋作型については、９月上旬から多雨傾向とな

り、黒斑細菌病や黒すす病による花蕾腐敗症状が

発生するほ場がみられた。特に予防防除がうまく

できなかった圃場では、細菌性病害や黒すす病が

混発し、被害が増加した。 

(4) スイートコーン 

播種時期の高温傾向により、順調な発芽となり、

梅雨時期が少雨傾向で雌穂の腐敗（倒伏細菌病）

も少なかった。アワノメイガの発生予察では、例

年より早めに増加し誘殺数も多かったが防除の

徹底により被害は少なかった。 

(5) その他の品目 

果菜類については、高温干ばつの影響で、着果

不良や生理障害の発生が見られた。病害虫の発生

は、すいかでは炭そ病、きゅうりではべと病、イ

チゴでは、夏イチゴのハウスで炭疽病の被害が一

部で発生した。                 （田中） 
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４ 花 き 

(1) 切り花類 

３月上旬～５月上旬、５月下旬～６月上旬、６

月下旬～10 月中旬、11 月中旬～12 月中旬は気温

が高めに経過した。一方、２月上旬～２月下旬、

５月中旬、６月中旬、10月下旬～11月上旬、12月

下旬は気温が低めに経過した。３月中旬、４月下

旬、７月中旬、９月上旬、９月下旬、10 月上旬、

11月下旬は降水量が多かった。こうした経過から、

病害や湿害の発生が多く、総じて生育進度が不安

定な年となった。一方で、年間を通じて切り花価

格が高単価で推移したこともあり、昨年度以上の

売り上げとなった品目も見られた。 

ア アルストロメリア 

切花ピークとなる３～４月の開花は順調で、

コロナ禍ながら販売環境は悪くなく、出荷は計

画的に進んだ。更新期のほ場では５月末までに

改植作業を終了した。 

梅雨明け後の７月中旬～８月上旬は気温が

高く、晴天の日も多かったため、葉焼けや花弁

のやけの発生が見られた。 

10月に入り、低温が続いたため、株の動きが

鈍くなった生産者も見られた。11～12月は日照

時間が確保され、生育開花は概ね順調に経過し

たが、燃油価格の高騰も影響し、加温の設定温

度の設定に苦労した生産者もいた。 

イ カーネーション 

越冬～春の生育は概ね順調に経過した。その

後、３月上旬～５月上旬の高温の影響もあり、

1番花の切り花は前進傾向となった。その後は、

夜温が高く推移したことに加え、７月中旬の長

雨の影響を受け、２番花の生育は軟弱傾向とな

った。その後も、軟弱傾向は改善されず、例年

に比べ切り花品質は劣るものが多い年となっ

た。一方で、年間を通じて切り花の取引価格が

高く推移したため、売り上げは昨年度以上とな

る生産者も多かった。 

ウ トルコギキョウ 

季咲き作型は３月中旬から定植が始まり、生

育は前進傾向だった。５月の高温の影響もあり、

生育は前倒しとなり、６月中下旬から切り花が

始まった。本年度は、どの作型でも生育期が高

温で推移した影響もあり、８月盆前出荷、10月

前半出荷予定の作型まで、生育開花が前進傾向

となった。一方で、７月～８月の高温の影響に

加え、水の利用が制限される地域では、６月下

旬定植において短茎開花が目立った。 

近年発生の目立つ立枯病は、クロルピクリン

剤による土壌消毒の効果や品種選定もあり、発

生はある程度抑えられた。一方で、季咲き作型

ではピシウム菌による根腐病の発生が目立っ

たが、気温の上昇とともに発生は抑えられた。 

エ ゆり類 

据置では、３月以降の寒暖差があったものの、

３月下旬には、出芽が出そろった。凍みによる

株落ちも少なく、例年以上の間引き作業が必要

なほ場も多かった。６～８月は曇雨天や集中豪

雨等に見舞われ、適切なタイミングでの防除が

実施できなかった影響もあり、葉枯病の発生が

目立つほ場が多かった。７月２日には、本郷地

域を中心に、降雹があり、生産者の中には被害

を受けた方もいた。シーズンを通して課題の多

い年となった。 

オ コギク 

越冬状況は前年より良く、春の生育は概ね順

調に経過した。４月の台刈り時期や６月中旬～

７月中旬まで晴天が続いたことで、８月盆向け

出荷の生育遅れが不安視されたが、その後の曇

天を受け、盆出荷には間に合った。所定の茎立

数を確保しつつ病害虫防除を行ったものの、株

落ちによる切花本数の低下、白さび病の発生に

より目標単収を下回る実績に留まり、年間を通

しての予防対策が課題となった。 

(2) 鉢物類 

ア シクラメン 

本年度は最終鉢への鉢上げは、概ね例年どお

りに行われた。７月頃より生育が前倒し傾向と

なり、ガーデンシクラメンの出荷は９月上旬か

ら始まった。４～６号鉢も出荷は前倒し傾向

で、10月中旬から出荷が始まった生産者もあ

った。一部ほ場で炭疽病、葉腐細菌病が発生し

作柄不良となった。        （小池） 
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５ 畜 産 

(1) 家畜 

 ア 酪農 

酪農家戸数は減少しているが、後継者の就

農等に合わせた各種事業の活用による規模拡

大やスマート畜産技術の導入が進んでおり、一

戸あたりの飼養頭数は増加している。規模拡大

や飼料価格の高騰等により、一戸当たりの自給

飼料生産面積は増加傾向となっている。暑熱対

策として大型ファンや細霧機の導入が進んで

きており、梅雨明け以降の高温による著しい乳

量や乳質の低下は少なくなっているが、一部で

繁殖等への影響が見られた。本年は大規模経営

体の増頭等もあり、生乳生産量は前年の 138％

程度となった。新型コロナの影響等による生乳

需要の伸び悩み、乳製品の在庫過多、物価高騰

等による経営悪化が深刻な状況となっており、

離農する経営体が増えている。今後の需要動向

や世界情勢が注視されている。 

イ 肉用牛 

本年は牛肉価格、和牛子牛価格ともに前年と

比べ低く推移した。飼料および物価高騰により

導入を控える肥育農家もあったことから、特に

子牛価格は後半伸び悩んだが、県中央家畜市場

の価格は堅調だったことから、管内では増頭や

酪農から経営転換する経営体も見られた。また、

酪農家においても副産物である子牛価格の安

定化のため、受精卵移植による黒毛和種生産が

多くなっている。昨年から続く物価高騰の影響

により増頭を控えるところもあり、肥育および

子牛価格への影響が引き続き懸念される。 

ウ 養豚 

豚肉価格は前年に比べ全体を通して高めに

推移した。家畜伝染病の豚熱について、平成 30

年に発生以降、衛生管理の徹底やワクチン接種

等の実施により管内含め県内での発生はおき

てない。引き続き対策として、農場のバイオセ

キュリティのレベル向上の他、野生イノシシへ

の経口ワクチンの散布、緊急時の防疫演習の実

施等を市町村等と協力し行っている。 

(2) 飼料作物 

ア 飼料用とうもろこし 

は種は５月上旬から始まり、天候も安定して

いたことから作業は順調に進み、発芽および初

期生育も概ね順調であった。６月以降の遅播き

の作型についても、適度な降雨があり発芽は順

調であった。６月下旬以降は高温で推移したこ

とから生育は全体的に前進傾向となった。病害

虫の発生は少なかったが、アレチウリやオオブ

タクサ等の強害雑草の発生が目立つほ場が散

見された。出穂および絹糸抽出期となった７月

下旬～８月上旬にかけ天候が安定していたこ

とから受粉は順調で、９月が高温で推移したこ

とから登熟はやや前進傾向であった。収穫は９

月上旬から始まり順調に進んだ。一部で台風 14

号の強風による倒伏や上部折損が発生したも

のの大きな被害はなかった。稈長は平年よりも

長く、収量も全体的に多かったが、ほ場により

ややバラつきが見られた。サイレージ品質は全

般に良好で平年並みとなった。 

イ 牧草類 

 単年牧草のイタリアンライグラス、ライムギ

等については、順調に越冬し生育は概ね良好で

あった。収穫は５月上旬から始まり、天候が安

定していたため作業は順調に進んだ。 

永年牧草では、1 番草は３月下旬から４月上

旬の低温により生育がやや停滞したものの、5

月の好天で平年並みの収量となった。収穫作業

は５月中旬から始まり、天候も安定していたこ

とから順調に進んだ。一部ほ場で降雨に当たっ

たものの収量・品質は概ね良好であった。２番

草は、梅雨明け後の高温により初期再生は順調

だったが、一部チモシー等で高温の影響により

生育がやや停滞した。夕立等の降雨はあったが、

曇天は少なく高温のため収穫は順調に進んだ。

３番草は、２番草を適期収穫できたほ場では生

育順調だったが、刈遅れたほ場等では雑草発生、

収量のバラつきが目立った。（唐澤） 

 

６ 菌 茸 

害菌及び害虫の発生は、一部のブナシメジ培養

施設でダニの被害による害菌汚染がみられた。 

ブナシメジのキノコバエ類については、４年前

複数の栽培農家で発生したことから、本年も引き

続きモニタリング調査により発生消長の把握を

行った。発生は年間を通じて少なく推移したが、

一部施設では、ヤマタナミキノコバエが生育室内

で世代交代していると思われる事例も見られた。 

（田中） 
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上伊那農業農村支援センター

※平年値：1993～2020年の28年間

2022年気象表（アメダス伊那観測所　標高６３３ｍ）
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2022 平年 平年差 2022平均平年平均 平年差 2022最高平年最高 平年差 2022最低平年最低 平年差 2022 平年 平年差

１上 0.0 14.4 -14.4 -0.4 -0.4 0.0 5.8 5.6 0.2 -6.0 -6.1 0.1 70.3 54.5 15.8

１中 17.5 15.7 1.8 -1.2 -0.7 -0.5 3.5 4.9 -1.4 -6.1 -6.0 -0.1 46.6 50.8 -4.2 

１下 4.5 18.7 -14.2 -0.8 -0.9 0.1 5.8 4.7 1.1 -6.5 -6.5 0.0 66.6 56.8 9.8

２上 18.5 16.5 2.0 -0.2 -0.6 0.4 5.1 5.4 -0.3 -4.8 -6.2 1.4 59.6 57.9 1.7

２中 29.0 31.9 -2.9 -0.7 0.2 -0.9 5.0 6.4 -1.4 -5.8 -5.8 0.0 40.9 57.7 -16.8 

２下 0.5 21.8 -21.3 0.0 2.0 -2.0 7.1 8.3 -1.2 -5.9 -3.9 -2.0 62.2 51.4 10.8

３上 5.0 39.9 -34.9 3.2 3.0 0.2 11.5 9.3 2.2 -3.7 -2.5 -1.2 72.8 56.1 16.7

３中 56.5 35.2 21.3 8.5 4.3 4.2 16.5 11.1 5.4 1.4 -1.9 3.3 70.7 64.0 6.7

３下 43.5 46.4 -2.9 8.1 5.7 2.4 15.1 12.6 2.5 2.0 -0.8 2.8 56.7 67.5 -10.8 

４上 16.5 39.8 -23.3 10.1 8.3 1.8 18.0 15.6 2.4 2.8 1.4 1.4 88.8 67.7 21.1

４中 39.5 48.2 -8.7 13.7 10.4 3.3 21.0 17.4 3.6 7.0 3.7 3.3 69.3 64.2 5.1

４下 134.0 37.5 96.5 15.5 12.3 3.2 22.2 19.2 3.0 9.5 5.5 4.0 52.1 65.3 -13.2 

５上 16.5 44.2 -27.7 13.4 14.8 -1.4 21.0 21.6 -0.6 6.2 8.5 -2.3 86.3 65.9 20.4

５中 35.5 50.2 -14.7 15.8 15.6 0.2 21.5 22.2 -0.7 10.5 9.5 1.0 31.6 65.9 -34.3 

５下 44.0 49.2 -5.2 18.6 17.2 1.4 25.6 23.7 1.9 12.7 11.3 1.4 85.2 74.4 10.8

６上 29.0 25.1 3.9 18.4 18.3 0.1 24.9 24.7 0.2 12.6 12.8 -0.2 74.8 64.7 10.1

６中 16.5 65.1 -48.6 19.5 19.6 -0.1 24.9 25.3 -0.4 15.0 14.9 0.1 40.9 52.9 -12.0 

６下 34.0 95.1 -61.1 24.6 20.8 3.8 31.7 25.9 5.8 19.4 16.6 2.8 73.8 41.3 32.5

７上 54.5 88.3 -33.8 24.1 22.1 2.0 29.9 27.1 2.8 20.2 18.1 2.1 58.7 42.5 16.2

７中 80.0 72.0 8.0 23.3 23.1 0.2 28.5 28.6 -0.1 20.1 18.9 1.2 30.6 52.9 -22.3 

７下 41.5 36.8 4.7 25.6 24.2 1.4 32.0 30.0 2.0 20.3 19.7 0.6 91.5 72.2 19.3

８上 15.5 32.6 -17.1 26.0 24.7 1.3 32.3 31.3 1.0 21.3 20.1 1.2 76.0 76.5 -0.5 

８中 44.0 50.7 -6.7 24.0 24.2 -0.2 29.2 30.3 -1.1 20.3 19.8 0.5 32.2 66.7 -34.5 

８下 21.5 46.9 -25.4 24.3 23.0 1.3 29.9 29.1 0.8 20.6 18.7 1.9 48.0 64.3 -16.3 

９上 98.0 48.0 50.0 23.6 21.9 1.7 28.9 27.9 1.0 20.2 17.6 2.6 45.7 55.9 -10.2 

９中 54.5 60.2 -5.7 23.5 20.3 3.2 30.1 26.2 3.9 18.7 15.8 2.9 67.9 54.3 13.6

９下 88.0 63.8 24.2 19.4 17.6 1.8 25.5 23.4 2.1 15.5 13.0 2.5 54.6 48.5 6.1

10上 68.5 59.8 8.7 15.8 16.0 -0.2 21.3 21.9 -0.6 11.1 11.2 -0.1 35.3 49.7 -14.4 

10中 8.5 43.0 -34.5 14.9 13.7 1.2 21.3 20.1 1.2 9.9 8.5 1.4 60.4 54.3 6.1

10下 1.0 45.9 -44.9 9.9 11.3 -1.4 17.9 17.8 0.1 3.7 5.8 -2.1 71.3 60.9 10.4

11上 8.0 26.5 -18.5 9.1 9.1 0.0 17.6 16.1 1.5 3.1 3.2 -0.1 71.2 55.3 15.9

11中 10.0 37.1 -27.1 8.4 7.2 1.2 15.8 13.5 2.3 2.1 1.7 0.4 57.2 49.8 7.4

11下 90.0 26.5 63.5 9.7 5.3 4.4 15.7 11.8 3.9 4.5 -0.3 4.8 45.1 51.4 -6.3 

12上 1.0 23.2 -22.2 4.4 3.4 1.0 11.2 9.4 1.8 -0.9 -1.8 0.9 58.2 47.9 10.3

12中 10.5 17.4 -6.9 1.5 1.8 -0.3 7.0 7.5 -0.5 -3.0 -3.1 0.1 30.8 45.9 -15.1 

12下 20.0 17.6 2.4 0.2 0.6 -0.4 6.2 6.5 -0.3 -4.7 -4.8 0.1 61.3 57.8 3.5

年 1255.5 1421.9 -166.4 12.6 11.3 1.3 19.1 17.4 1.7 7.3 5.8 1.5 2145.2 2094.1 51.1
※平年値：1993~2020年の28年間

降水量 平均気温 最高気温 最低気温 日照時間
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                                    （敬称略） 

コンクール名 表彰区分 入賞者名 市町村名 

第 52 回日本農業賞（個別経営の

部） 
優秀賞 根橋英夫 箕輪町 

第 82回中日農業賞 優秀賞 山口雅輝 駒ケ根市 

第 34回 JA上伊那花き立毛品評会 

（ｱﾙｽﾄﾛﾒﾘｱ） 
長野県知事賞 中原睦男 伊那市 

(注)「長野県知事賞」、「長野県代表」以上の上位入賞者を掲載   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各種コンクール入賞者（令和４年度） 
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令和４年度業務分担名簿 
 

 上伊那農業農村支援センター技術経営普及課 

職 名 氏  名 担当項目・市町村（専門項目） 担 当 事 務 

所 長 赤羽 洋 総 括  

副参事兼 

技術経営普及課長 
宮下 純 課総括       （野菜） 

技術経営普及課運営、農業経営士、 
普及活動計画、農業表彰 

技

術

経

営

係 

課長補佐兼 
技術経営係長 

福本 匡志 係総括・作物    （作物） 
農作業安全、農業機械、スマート農業、 
採種ほ（副） 

担当係長 根田 裕子 果 樹       （果樹） 伊那園振協、災害 

主 任 
普及指導員 

田中 敬志 
野菜・菌茸・特用作物・ 
病害虫       （野菜） 

植物防疫、農薬相談員 

主 任 
普及指導員 

唐澤 陽子 畜産・経営       （畜産） 
制度資金、スマート農業（副）、 
家族経営協定 

主 任 
普及指導員 

小池 賢人 花 き          （花き） 農業士、生育状況、災害（副） 

地

域

第

一

係 

専門幹兼 
地域第一係長 

増田 達 
係総括・伊那市    (花き) 
集落営農 

伊那北部農業振興会議、 
地域内連携担当 

主 任 
普及指導員 

林 聡司 
辰野町       （花き） 
マーケティング 

新需要創出、都市農村交流、６次産業化、
食育・地産地消、農産物直売所、 
農産物活用 

主 任 
普及指導員 

黒澤 窓 担い手・野菜(副)  （野菜） 
就農コーディネーター、雇用就農、 
農薬相談員 

技 師 小林 瑞穂 南箕輪村      （野菜） 
農業青年クラブ、ＰＡＬネット、 
知的財産、実績集 

技 師 濵 昌憲 箕輪町       （作物） 情報、活動記録 

地

域 

第

二

係 

課長補佐兼 
地域第二係長 

菅澤  勉 係総括・駒ヶ根市  （作物） 
伊南農振協、農村生活マイスター、 
農業女子 

主 査 
普及指導員 

山戸 香織 
宮田村       （野菜） 
マーケティング（副） 

採種ほ、ＧＡＰ 

普及指導員 増澤 高亨 
中川村・土壌肥料    （花き） 
花き（副） 

土壌診断、鳥獣害対策、 
有機農業、環境認証、農薬相談員 

技 師 青沼 由希菜 飯島町       （果樹） 伊那園振協（副） 

 


